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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　それでは、掛川市で実施されている「上西之谷」地すべり対策事業を説明します。
　いずれも、（事業をめぐる）
社会情勢等の変化や進捗状況などから判断し、
事業効果が十分見込まれることから、
「事業を継続する」という対応方針（案）にて
委員会にお諮りするものです。
　資料５の「河川砂防－53 」頁をお開き下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　事業説明の前に、�地すべり対策工事について説明します。
　「地すべり」の定義は、「土地の一部が地下水等に起因してすべる現象又はこれに伴って移動する現象をいう。」とされています。
　地すべり対策工には、横ボーリングなどによる、抑制工と、
　杭、アンカーなどによる、抑止工の二つに分けられ、�　上西之谷では、「抑制工」の工種を採用しています。
　




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　（上西之谷地区で実施している）主な工種です。
　横ボーリング工は扇形に配置し、ボーリング孔を実施した法面は布団かごで保護しています。
　また、地すべりの安定計算では、（横ボーリングにより地下水を排除し、）地下水位を3m低下させ、目標安全率を確保する計画です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　それでは、事業説明に入ります。　

「上西之谷」地すべり防止区域は、
（JR掛川駅から北に約12kmの）
掛川市の山間部に位置しており、
区域の面積は２６．２２ヘクタールです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　採択・着手ともに、平成22年度、�平成29年度の完成を予定しています。
　全体事業費は、2億 400万円で、�事業内容は御覧のようになっています。
  　・横ボーリング工	2,230ｍ、�　　・水路工	660ｍ、
　　・集水井工	2基、	
　　・集水ボーリング工	900ｍ、　　　　です。

　将来計画を含めた基本計画の、
　　全体事業費は、3億2,200万円で、 　事業内容は、
　　・横ボーリング工　　　　　　　3,600ｍ
　　・水路工　　　　　　　　　　　1,250ｍ
　　・集水井工　　　　　　　　　　　　3基
　　・集水ボーリング工　　　　　1,350ｍ　　　　です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　全景です。
　地すべり防止施設の整備を行うことによって、
被害を低減し、
住民の安心・安全な生活基盤の確保を図ることを目的に、事業を実施しています。
　ピンクの「（地すべり）防止区域」内には、�　AからＨまでの複数の地すべり地形がありますが、現状で（地すべりの）兆候が見られる、
C、E2、F2ブロックの対策工を計画し、
各々の地すべり活動の状況を確認しながら対策を進めています。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　事業内容を説明します。
　平成22年度に、最も地すべり変動が顕著で、大きい、Ｃブロックに着手しました。
　平成24年度から平成25年度までの間に、�　横ボーリング工　1,568m、水路工　99mを完成し、
　今年度も引き続き、横ボーリング工　（203m）、水路工　（282m）の施工を予定しています。�
　 E２、F２ブロックは、今年度以降に着手する計画です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
視点１について説明します。
上西之谷地区における保全対象は、
　　・人家等　１３戸、（公益施設等　2戸）�　　・準用河川の西之谷川（L=2,700m）�　　・市道居尻西之谷線（L=2,950m ）となっています。
上西之谷地区の北部にも、市道を生活道路として利用している人家もあり、
市道が不通になると、集落の孤立化も想定されます。
将来計画を含む保全対象は、�　　・人家等　１８戸、（公益施設等　3戸）�　　・市道居尻西之谷線　２，７００ｍ
　　・準用河川の西之谷川　２，９５０ｍ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　投資効果は、�国土交通省の、「地すべり対策事業の費用便益分析マニュアル」 （案）により算出しています。
　評価対象期間は、整備期間8年間と施設の耐用期間50年を足した、
　58年の累計として、
　　総便益は、 9億9,000万円、�　総費用は、2億2,300万円となり、�　Ｂ／Ｃは４．４４となっております。
　進捗状況は、
　事業費ベースで51.0％です。
　事業量ベースで、横ボーリング　79.4％、水路工　57.7％となっております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（視点２）現在実施中のCブロックについて説明します。
Ｃブロックでは、
これまでに施工した横ボーリング工において、
地下水が排除されていることが分かります。
また、地下水観測において、
水位の低下傾向が観測されていることからも、�事業の効果が確認できます。
今後も、赤色で表示している、横ボーリング工を設置したうえで、
計器観測により、地すべりの動きを確認していきます。
当初の安全率　１．００、目標安全率　１．２０で設定
目標安全率を達成するための、目標の水位低下量は、３ｍで計画




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
E２、F２ブロックについては、
今年度以降事業を実施していきます。
写真はＦ２ブロックの様子です。

・人家裏の茶畑では地すべり性の崩壊地形と頭部滑落崖が認められ、
・人家のコンクリート叩きにはクラックが生じており、クラック発生と段差の拡大が確認されています。

・斜面末端は地すべり土塊による押し出しの影響とみられるコンクリート擁壁の変状が発生しています。
・道路の山留として設置されている布団かごも押し出しの影響で変形しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　視点３（新たなコスト縮減・代替案立案等の可能性）です。 �地質調査により地すべりの深さと
排除すべき地下水の存在する層を確認し、
地下水を効率的に排除するよう、対策工の配置計画や工種を見直したことで、�抑制効果を落とすことなく、
コストの縮減を図ることができました。
また、今後の維持管理を含めた、トータルコストの縮減と、
抑制効果をより早く発現できるような、
事業の進め方を行っていきたいと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対応方針といたしまして、
Cブロックでは、対策工により沈静化傾向がみられ、残りの横ボーリング工を施工することで、
概成判断できる基準に達することが見込まれます。
同様に、E2、F2ブロックにおいても、地下水排除工の施工により、
地すべりを沈静化させることが見込まれます。
したがって、
対応方針といたしまして、本事業を継続し、早期に完成させることを提案いたします。
説明は以上です。


